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（秋田測候所提供）

秋田県放射能調査研究協議会

幹事児玉栄
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昭和29年12月31日、魚類の放射能検査が打切り

となつて以来、私共の日常生活と不離の関係にあ

る雨水、霰、雪、河川水、井水、水道水など、ま

た植物、動物、殊に魚類などの汚染源となる放射

物質についての検査は、保健上どうしても必要な

ことと思つていても多忙に紛れて怠りがちとなつ

たことは漸愧に堪えない。言うまでもなく放射能

の問題は決して私共から遠ざかつた訳ではなく、

更に新しい意義をもつて身近かに押し迫つて来て

いると思われる。,J.R.Arnold, H. A. AlR:i.Jih 

(1955年4月）は宇宙線による｝le7の生成を報告して

いるが、宇宙線の如き放射線は地球上の生物に不

要なものか、それとも必要なものであるか解らな

いが、人工放射能に関する限り、今日以後原子力

時代の人類は不必要なまでの放射線に曝露される

機全がますます多くなつて行くことと思う。ある

場合にはかかる過刺の放射線に曝され、健康を損

ずることは、人類永久の福祉の道程にある偶然の

事故であると思えば慰められもするが、交戦辟織

の目的を有つ場合は極力これを阻止し、且つ回避

すべく努力しなければならぬことは当然である。

世はすでに原子力時代である。 Tracerを使用す

れば生物学上、医学上の不明であつた問題が簡単

に鮮明される場合が多々ある。また捨てても構わ

ぬ放射性物質にr線が遺残しているならばこの廃

残物質を利用してエチレン、アセチレンにPolym-

erizationを起し、蝋様の粉末化が出来る世の中で

ある。わが国では遅れ走せながらシンクロサイク

ロトンが造られ、また原子煽も建造中である。し

かし私共の立場からいえば平和作業必ずしも無害

のみと限らないのである。そのため予防というこ

と、治療ということが当然開査や研究の対象とな

つて来るのである。

しかしここにいう予防も治療も原子力とか放射

線の性状とか、または生物その他に及ぽす影響な

どを知ることなしに良策は生じて来ないのである

従つて私共は努力を惜しむことなく、原子力や放

射線について少しでも多く知り、また調査や研究

を積まなければならないと思う。

今回秋田測候所から昭和30年4月以降の雨水と

瞑埃の放射能測定成績を示された。放射能調査研

究全の皆様に代つてここに満腔の謝意を捧げる次

第である。
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第 1表 秋田測候所

雨水放射能観測表（定時）

1 9 5 5年4月

採日即時時分刻 1降水量粍 蒸乾匹量 試番 料号 e測pn定〉値L 

2 01 55 5.4 100 12 132 

2 H 15 2.5 100 16 137 

4 09 00 1.8 82 17 306 

4 22 10 1.8 52 20 169 

7 01 10 0.4 22 22 408 

11 08 40 9.5 100 23 940. 

13 19 35 0.7 40 29 1660 

16 09 00 6.1 100 30, 167 

17 09 00 85.9 100 34 (94) 

18 08 40 29.3 100 35 (58) 

25 09 00 35.0 100 37 (74) 

26 12 50 1.9 87 41 (58) 

第 2表雨水放射能観測表（定時）

1 9 5 5年 5月

I採取時刻＇降水量蒸乾量試
日時分I租 ce.i番

4 09 00 I 6.0 I 100 

5 03 31 119. 7 1 100 

6 08 481 9.6 I 100 

7 04 27 I 15.8 I 100 

12 09. 00 ¥ 11.0 ! 100 
13 09. 00 i 21.2 [ 100 

14 08 35 1。.5| 21 
15 01 251 3.5 ! 100 

18 04 371 1.0 i 45 

19 09 00 i 51.5 ! 100 
| 

20 04 30 I 2.3 1 100 

20 22 20 I 1.3 I 65 
23 07 30 I 0.5 I 35 

25 05 28141.41 100 

26 09 oo I 16.1 I 100 

料測定値―標準試株

号l0PZ_~l~PJ:
※ 

43 I 1fl 1232 
※| 

47 I 17 i 1262 
※i 

48 I 60 I 1197 

49 I 242 1・ 120s 
※|  

51 I 70 I 1197 
※i 

55 I 73 I 1207 

56 I 261 I 1205 

60 I 160 I 1201 

61 I 782 ! 1230 

62 I 248 I 1235 

66 I 196 I 1228 

67 I 252 I 1218 

71 I 69贔I 1256 
73 I 56 
※ 

77 I 63 

26 23 40 16.8 100 78 粛 1258 
29 09 00 o.7 33 79 282 1230 

※ 
30 06 50 34.9 100 80 66 

※ 
31 06 45 4.7 100 I ， 84 ， 1192 

第 3表 雨水放射能観測表（定時）

1 9 5 5年 6月

採日取時時刻分 1降水謳粍i，蒸乾C蓋O. 1＇試番 料号 1c測p定ny値¢ 

10 09 00 4.3 I 
100 i 

87 842 

10 16 58 11.6 100 91 127 
※ 

16 07 40 22.2 100 93 5 

16 16 20 
7.0 ： 100 

97 

゜18 09 00 0.9 43 98 208 
※ 

19 09 00 35.7 100 102 16 
※ 

20 03 35 2.0 100 103 2 
※ 

22 09 00 19.6 100 105 58 

23 04 10 8.3 100 109 

゜※ 25 09 00 55.3 100 113 宝
26 06 27 78.3 100 114 13 

27 09 00 0.2 13 115 515 
※ 

28 08 25 10.9 100 116' 41 
※ 

29 08 20 9.7 100 120 15 
※ 

30 05 45 3.1 100 121 46 

（註）1.

採取場所秋田測候所構内（秋田市八橋）

採取時亥lj採取の終つた時分（前日09h～当日09h

の雨水について）

降水量前日09h～当日09hの降水量（粍）

蒸乾量前24時間採取量のうち100cc．蒸乾

測定値採取が終つてから 6時間を経過した値

に更正したものの毎分1.Q,当りのカウ

ント数（自然係数を差引いた値）

自然係数・。…試料測定の前後各10分間

の平均値
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※ （註） 2.

測定器科研製32型GM計数器
マイカ窓の厚さ 2.2rng/c叩

シ、

1回の測定値が 100カウント以下で、

以後の測定を打切つたため更正値の算

出が出来なかつたもの（更1E値推定し

たものを含む）

試料皿科研製ステンレス試料皿、直径25=
測定距離 1 cm 

第 4表 雨水放射能観測表（定量）

1 9 5 5年 4月

降水期間 第 1 冠 第 2 旺 第 3 瓶

日時分 9:[Igg?「。恨i::-':|闘|] |。m：::'：しI 馨:1~
畠 ｝乱裂 I16.30I ,I 1001 401| 17.431 10| 100| (71)| 20.001 11| 1001 (83) 
晶；サ啓I 13•34| 131 100| 3251 四」叶遥 l181 14.15| 151 301 (73) 

喜ー；畜―』;r竿堕1 181 100| 1991 12.00| 19! 621 147 1 | | | 
園万噂―叡。1.10| 21| 411 892| | | | | | | | 
自fi ~ ~6 !1019.40! 24J 1001 1900! 20.50I 2s1 1001 12ao1 2l.3sl 261. 1001 至 1108 40 I 19.40'241 100 19001 20.50I 25'100'1280'21.35 26.100'1480: 

塁齋噌―翌119.35| 28| 78! 25401 1 | l 1 1 1 | 
自 15 22 55 16 | 1 
至 18 16 53 04.50, 31 100| 5591。r321 32[ 100I • • ml・ oa.061 • ・ 33t、:.1001 149 
自 24 07 40 24 1 | | I | I I I I I I 
至 25 12 50'10.08 38 100 238 10.40 39 100 157, 11.20 40 100 203 

第 5表 雨水放射能観測表（定量）

1 9 5 5年 5月

降水期間 1 第 1 瓶 1 第 2 瓶 第 3 瓶

日時分 1いI馨:了|。浪ごiぃ塁IggY|(J恨□9畜：］元：竺
時分 00. .Jl 時分• oo, 1_・ /.Jl 時分 cc. 1~ __,t'.Jl 

皇ー；忌昇ド。6.401 441 1001 罰。7.131 45| 1091 号！4 0805! 祉 1001 。
自gfi ~g l12;;f-. d • 100! 20011207.361 531 loo1 • 123!12 01401 541 1001 至 13 10 40 I 07.241 52; 100: 200 07.361 53'100 123'0740 541 100 120 

自~§ g~ j§ 11¥3. 18! 57! • 100! 17211¥::i.001 58! 1001 24111¥a.151 59! 1001 至コ＿0□5| 23.18• 57, 1Q_Q-」互0碑—―図 100 塑四圭 59, 100 181 

自ib~ ~611815,301 63! 1001 295011¥1.051 • 641 1001. 310011818.30!. 651 1001 至 20 04 30 I 15,301 63! 100'2950'11.051 • 64' 100 3100 18.30! 65 100・ t38_<l 

皇魯裟翡 12021.30! 681 1001 54l022.20! 691~ 

自~ 1001 27412¥7.581 751 1001 24l¥8.421. 761 1001 至． 23 10 30 | 17.47 74 100I 274 17.58 75 100 249 18.4五 76 1但ー一旦
自 29 03 40|29 1|  | 129 1 | |※2918._Qtl. 831. 1ro1 ※ 至 31 19 J5 1_17.021 ・ 811 ・ 1001 ・ 3211 l].25i 82、lQQ' 74118._Qll. 83. lOJ 96 



-26-'-

第 6表 雨水放射能観，測表（定量）

1 9 5 5年 6月

降水期間 第 1 瓶 第 2 瓶 第 3 瓶
- - - - - - -• 

日時分9::t ]。恨:;9:9：馨は「竺も 1：月□:11:~督は：I？:: 
塁孟悶翡 1920.ooI88| loo|722|9 23.271891 1001 935,9 23.501_ 90I_100| 478 
憎 i:f忌盆I1601.561 ,4| 100I 喜I1602.091 ,5| .100；一覧11602.23! 961 100i 喜
自 18 06 25 18 | I I18 I I |※1822.17[ 1011 1-;;;;i※ 
至 20 03 35 | 09. 15 99I 100 133 22. 13 100, 100 84, 22. 17I IOL 100 33, 

皇苔 8:f5 |2200.4O| 1061 100l 翡12200.401 107| 100I 嘉言。．401 108| 100！ 贔
ー自 24 09亨巴 I I ※124 1 | 1 ※24 | | | ※ 
至＿26_17_20＿止全8 110 100―ー立8し11..:21 111 100 91し阜芝＿＿旦竺＿拉0: 591 
自 2705 45|27 | | |※127 1 | 1 ※27 | 1 1 梁
至 29 08 20 I 10.541 1171 _lQOl__J81_15_.2'7I 1181 1001 18: 16.42i 119: 100 12 ー・・ -

乱塁謬魯 130包旦［」22Ll00［一覧。□0し＿123~100し9 | l | 
（註）

第 1 瓶

第 2 瓶

第 3 瓶
降水期間

測定値

その←他

第 7表

1 9 5 5年 4月

ー降水期間の降り始めから 100cc.採取

第1瓶採取後 100cc.採取

第 2瓶採取後 lOOce.採取

ー降水の降り初め及び降り終り時分

各瓶満水後6時間経過した値に更正したものの毎分 1.e,当りのカウント数

（自然計数を差引いた値）

定時観測に準ずる

臨 埃測 定 表（水盤法）

I 上 旬 ． 中 旬 I 下 一旬

自 塁 11日 需曝 露 期 間
1日 09 悶 塁 21日 1 1 口

至 11日 09 21日 5月 1日 10 

有効曝露時間 151.5時間 127.4時間 183.2時間

曝 露 水 誠 2QQQcc 20000c 200000 

採 水 量： 950 // 1670 I/ 2100グ

蒸 乾 旦旱 100/, 100 I/ 100/, 

試 料 番 号 27 36 42 

測 定 日 時 11日 13眸 25分 21日 13時 22分 5月 1日 11時 15分

自 然 係 数 23. 1 27. 3 23. 3 

試 料 係 数 32 11. 7 

雨水の混入量： 極 僅 少 ナ シ 5.01111!1 

（注） 試料係敬•…•• ［かに落下した塵埃の 1時間当りの値
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第 8表 塵 埃 測 定 表（水盤法）

1 9 5 5年 5月

I 
上 旬

I 
中 旬

I 
下 旬

採 取 時 刻 11日 09時 21日 09時 6月 1日 09時

曝 露 期 間 塁 1日 10ロ
11日 09 塁 11日 09ロ

21日 09 塁 21日 09口
6月 1日 09

遮 弊 時 間 84.4時間 168.0時間 174.8時柑1

有効曝露期間 154.6/, 72.0グ 99.2グ

曝 露 フK 遍： 2oooee 200OCO 2000cc 

採 版 水 量： 2000グ 1480,/ 2330'，， 

蒸 乾 量： 100グ 100,/ 100” 

試 料 番 号 50 70 86 

測 定 日 時 11日 10時 02分 21日 12時 17分 6月 1日 12時 12分

自 然 係 数 27.0 26.3 27.3 

試 料 係 数 10. 48. 20. 

雨 水 混 入 樋： 10.0? o.o 15.0 

（備考） 覆を伝つて雨水が混入した。

第 9表 塵 埃 測 定 表（水盤法）

1 9 9 5年 6月

I 
上 旬 I 中 旬 I 下 旬

採 取 時 刻 11日 09時 21日 09時 7月 1日09時

曝 露 期 問 自 1日 09ロ 塁 11日 09悶 晶 21日 09時
至 11日 09 21日 09 7月 1日 09時

遮 弊 時 間 47.2時間 72.7時間 181. 7時間

有効曝露時間 192.8グ 167.3グ 58.3// 

曝 露 フk 量 300oee 3oooec 200Qcc 

採 取 水 量 530グ 140グ 1100グ

蒸 乾 量 100グ 100,/ 100グ

試 料 番 号 92 104 124 

＇＇ 測 定 日 時 11日 10時 08分 21日 10時 40分 7月 1日57分

自 然 係 数 26,5 27.6 27.8 

試 料 係 数 11. J. 2. 

雨 水 混 入 最 o.o 0.3 2.1 


